
エコアクション 21 を活用したＣＯ２削減運動

【目的】

①社内で「エコアクション 21」の活動を推進→②従業員の環境に関する意識の向上→③従業員

の家庭への環境負荷削減意識の普及

【活動概要】

〔社外〕

①ノーマイカーデー、カーセーブを実施し自家用車通勤を抑制：１ヶ月２回のノーマイカーデー

に合わせて社用車を従業員の「相乗り通勤」用に貸出

②「チャレンジ自転車エコ通勤事業（福井県主催）」や「エコドライブ活動（JAF 主催）」への

積極的な参加

〔社内〕

③節電・節水による資源の節約

④資源・備品の再利用を促進する仕組みづくり

⑤ごみ分別の推進と排出量の抑制

⑥建設コンサルタントという立場から顧客（発注者）に対して環境に配慮した材料や工法の

提案

【独自性】

①朝夕利用していない会社車両を活用した通勤車両の相乗りシステム

②土木構造物の長寿命化を実現するための点検システムの開発

【発展性】

①会社から従業員へ、従業員から各家庭、地域へと活動を拡大

②活動内容や結果を「環境活動レポート」に毎年まとめ、社外へのアピール

活動に関わっている人数は平成 18 年～20 年延約 500 名となっている。

〖活動団体の紹介〗 

ジビル調査設計株式会社（代表者：毛利 茂則）

福井県福井市大願寺２丁目５番 18 号

Tel：0776-23-7155

Fax：0776-27-7323

E-mail： watanabe@zivil.co.jp

WEB サイト：http://www.zivil.co.jp/



資源の再利用（再利用が可能な物品は決められた場所に集積し、利便性を向上）

サンプル掲示によるゴミ分別強化



ゴミ減量に向けた計量（ゴミ収集日に合わせゴミの重量を計測し、記録）

自転車通勤の推進

（冬季積雪時及び雨天日以外には、通年にわたり全従業員の約 20％が自転車による通勤を実施）



ハイブリッドカーによる相乗り通勤

（期間：平成 19年 10 月～平成 20年 10 月、実施回数 34 回。通勤車両の約 20％の利用削減）


